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雷 は太 陽 光 発 電 所 にとって非 常 に危 険 な要 素です。豪 雨や雷 雲 が 接 近すると、発 電 所 は雷
の 標 的となります。その 結 果 、設 備や構 造 物 に直 撃や過 電 圧 が 発 生し、重 大 な損 害 をもた
らす可能性があります。
しかし、安 心してください！適 切 な 防 災 対 策 がちゃんと存 在します。その 鍵 はメンテナンス
です。
定 期 的 な 点 検 を行 い 、避 雷 設 備 の 状 態 を確 認し、異 常 が あ れ ば迅 速 に対 処することが ポ
イントです。また、適 切 な避 雷 設 備 の 設 置やグラウンディングも必 要です。これらの 対 策 を
適切に実施することで、太陽光発電所は雷から確実に守られ、安心して運用できます。
この記事では、落雷の被害や対策について詳しく紹介します。

落 雷 に よ る 太 陽 光 発 電 所 の 危 険 性 と 防 災 対 策 ！ 鍵 は メ ン テ ナ ン ス ？
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太 陽 光 発 電 所 の 落 雷 リ ス ク と 影 響 は ？

太陽光パネルへの落雷は、さまざまな影響をもたらす可能性があります。主な２つの影響について説明します。

ソ ー ラ ー パ ネ ル の 落 雷 被 害 の 可 能 性 と そ の 実 態

ソーラーパネルの落雷被害の発生確率は地域や気候条件によって異なりますが、一般的には比較的低いとされて

います。適切な避雷設備の設置やメンテナンスの実施により、被害を最小限に抑えることができます。

実 際 のところ、ソーラーパ ネ ル への 雷 による被 害 報 告 は 非 常 に少 ないです。なぜなら、雷 は 高 い 位 置 にあるもの

により集 中 的 に落ちる傾 向 がありますが、低 い位 置 に設 置されていることが 多 いソーラーパ ネルが 落 雷 の引き金

となることはまれです。

例え ば、一 般 の 戸 建て住 宅 にはT Vアンテナが ありますが、そのアンテナに落 雷 が 直 撃したという報 告 は ほとんど

ありません。ソーラーパネルは平らな面に設置されており、TVアンテナよりも雷に合いにくい設計になっています。

したがって、ソーラーパ ネル への 雷 被 害 については、過 度 な心 配 はする必 要 が ないと言えます。た だし、適 切 な避

雷設備の設置や定期的な点検・メンテナンスは、安全性を確保するために重要になるのです。

直接的な損傷

落 雷 が太 陽 光パネルに直 撃した場 合、パネルの物 理 的 な損 傷 が発 生することがあります。これにより、ガラス表 面

の 破 損やフレームの 破 損 、セル の 損 傷 などが 生じる可 能 性 が 多くあります。パ ネル の 損 傷 は、発 電 能 力 の 低 下や

完全な故障さえも引き起こすことがあります。損傷の程度によっては、修理や交換が必要になる場合もあります。

過電圧によるダメージ

落 雷 が 近くで発 生し、パ ネルに直 接 的 な ダメージは ない 場 合でも、過 電 圧 が 発 生し、システムに悪 影 響 を及 ぼす

ことがあります。過 電 圧 は、配 線やコンポーネントに過 大 な電 力を送り込 み、システムの故 障や損 傷を引き起こす

可 能 性 が あります。インバーターや他 の 電 気 機 器 が 過 電 圧 に耐えられ ない 場 合 、交 換 が 必 要となることもありま

す。

パ ネ ル への 落 雷 による影 響 は 、落 雷 の 近さや強さ、パ ネ ル の 保 護 対 策 の 有 無 によっても異 なりますが、適 切 な避

雷設備の設置や地絡の確保、定期的なメンテナンスによって、パネルへの影響を最小限に抑えることができます。
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太 陽 光 発 電 所 へ の 誘 導 雷 の 影 響 と 対 策

誘 導 雷による太 陽 光 発 電 への影 響 は理 論 的にはあり得ます。太 陽 光 発 電 所 は一 般 的に広い範 囲にパネルが設 置

されており、大きな金属構造物が存在します。これらの構造物は雷の経路となる可能性があります。

また、配 線や電 気 設 備 も雷 のパスとなり得ます。太 陽 光 発 電 の 落 雷 被 害 の 中で、誘 導 雷 による影 響 が 報 告されて

います。

具 体 的 な報 告 には 、ソーラーパ ネ ル 自 体 には 問 題 は なく、誘 導 雷 が パワーコンディショナに影 響 を与え、破 損や

故障を引き起した事例があります。パワーコンディショナは電圧や電流を制御する重要な部分であり、被害の可能

性は否めません。しかし、実際の報告やデータは数が限られており、誘導雷による被害は極めて稀な可能性です。

太 陽 光 発 電システムは誘 導 雷 に対する対 策 を施しており、システム全 体 の被 害 を最 小 限 に抑えるようになってい

ます。保 証や修 理 において、基 盤 の 一 部 の 交 換 などが 必 要となる場 合 もありますが、被 害 は 最 小 限 に食 い 止 めら

れるようになっています。

太 陽 光 発 電 所 の パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ に お け る
落 雷 の 影 響 と 保 護 対 策

落 雷 の 影 響 は 主 に太 陽 光 発 電 システムのパワーコンディショナに及 びます。近 隣での 落 雷 によって、過 電 圧や電

磁的なインパルスがパワーコンディショナに伝 わり、機能の故障や部品の破損を引き起こす可能性 があります。た

だし、誘 導 雷 対 策 があるとは言っても、完 全 に防ぐことは困 難ですし、実 際 に被 害 を完 全 に回 避することも難しい

場合があります。

パワーコンディショナの被 害 を最 小 限 に抑えるためには、適 切 な避 雷 設 備 の設 置や過 電 圧 保 護 装 置 の使 用 が 重

要です。これに加えて、定 期 的 な点 検とメンテナンスを適 切 に実 施することも必 要です。点 検では配 線や接 続 部 の

状 態を確 認し、異 常を早 期 に発 見することが 重 要です。また、避 雷 設 備や保 護 装 置 の機 能や状 態 も定 期 的 に確 認

する必要があります。

これらの 対 策 により、パワーコンディショナの 被 害 を最 小 限 に抑え、太 陽 光 発 電システムの 安 定 な運 用 を実 現す

ることができます。総 合 的 な対 策とメンテナンスの実 施 によって、落 雷 による被 害 を最 小 限 に抑えることが 大 切で

す。
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落 雷 被 害 へ の 対 策 方 法 は ？

落雷被害を最小限に抑えるためには、以下の対策が重要です。

避雷設備の設置

太 陽 光 発 電 所には適 切 な避 雷 設 備を設 置することが重 要です。これには避 雷 針や避 雷 器 が含まれます。避 雷 設 備

は雷のエネルギーを地中へ逃 がす役割を果たし、設備や構造物を保護します。地域の建築基準や安全規制に従っ

て適切な設置を行う必要があります。

グラウンディングの確保

グラウンディングは設 備や構 造 物を地 面に接 地させることで、過 電 圧や雷による損 傷を軽 減します。適 切 なグラウ

ンディングシステムを確保し、電気的な安全性を高めることが重要です。

定期的な点検と保守

太 陽 光 発 電 所 の 定 期 的 な点 検と保 守 作 業 は落 雷 被 害 の 予 防 に不 可 欠です。配 線やコ ネクタの 状 態 を確 認し、異

常を早期に発見することがとても大切です。避雷設備やグラウンディングの状態も定期的に点検し、必要に応じて

早めの修理や部品などの交換を行います。

適切な保険の検討

落 雷 による被 害 をカバーする保 険 を検 討することも一つの選 択 肢です。適 切 な保 険 を選ぶことで、被 害 発 生 時 の

修理や復旧に関する費用やリスクを軽減できます。
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ま と め

落 雷 だけでは なく、トラブル が 発 生した場 合 、迅 速 に対 応してくれる信 頼できる施 工 業 者との 契 約 は 太 陽 光 発 電

システムにとって非常に重要です。太陽光発電のＯ＆Ｍ サービス、とくとくサービスは、全国各地からの保守点検に

関するご依頼に対応しています。

月 額 � , � � � 円 からの安 価 なプランを用 意しているので、気 軽 にメンテナンスサービスを受 けられます。また、初 回

のみ無 料 の点 検サービスをはじめ、高 圧を対 象とした期 間 限 定 の無 料ドロ ーン点 検サービスで、コストを抑えな

がらサービスをご体験いただくこともできます。

ご予 算や重 視したい ポイントに合 わせてプランをカスタマイズできるので、ぜひこの機 会 にご相 談ください 。無 料

のZOOM相談では、太陽光発電所のメンテナンスに関するさまざまなご質問にお答えしています。



運 営 会 社 概 要

会 社 名

所 在 地

5 , 0 0 0 万 円 （ グ ル ー プ 全 体  1 5 , 5 1 0 万 円 ）

平 日 （ 月 ～ 金 ） 9 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

代 表 取 締 役 　 石 橋  大 右

 フ リ ー ダ イ ヤ ル ： 0 1 2 0 - 4 0 9 - 5 2 2  /  0 5 0 - 3 1 7 6 - 2 1 2 2

家 庭 用 ・ 産 業 用 　 電 気 設 備 の 販 売 施 工事 業 案 内

営 業 時 間

T E L

支 店

京 都 府 京 丹 後 市

一 級 電 気 工 事 施 工 管 理 技 士  /  一 級 土 木 施 工 管 理 技 士  /  一 級 建 築 士  /  宅 地 建 物 取 引 士
第 一 種 電 気 工 事 士  /  第 二 種 電 気 工 事 士  /  認 定 電 気 工 事 従 事 者 取 得
P V マ ス タ ー 保 守 点 検 技 術 者 認 定 技 術 者  /  第 三 種 冷 凍 機 責 任 者  /  危 険 物 取 り 扱 い  乙 四 種

・特定建設業 許可（特 -��）第 ������ 号
・大阪府知事登録電気工事業第 ����-����
・電気工事工業協同組合加盟
・建設工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・屋根工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・鋼構造物工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・大工工事業 大阪府知事 許可（特 -�) 第 ������ 号
・宅地建物取引業者 大阪府知事 （�) 第 ����� 号
・タイル・れんが・ブロック工事業 大阪府知事
   許可（特 -�) 第 ������ 号

・電気工事業 大阪府知事許可（特 -�) 第 ������ 号

・管工事業 大阪府知事 
   許可（特 -�）第 ������ 号

・ISO ����：����
・ISO �����：����
・SDGs：�,�,��,��,��
・レジリエンス認証 認証登録番号：��������
・再エネ ��� 宣言 RE ACTION　参加
・OSAKA ゼロカーボンファウンデーション
・健康経営優良法人　����
・古物商 機械工具類 第 �����R������ 号
・ホワイト企業認定「ゴールド」����

物 流 セ ン タ ー

保 有 資 格

み ず ほ 銀 行 、 三 井 住 友 銀 行

h t t p s : / / w a j o - h o l d i n g s . j p /

許 可 ・ 登 録

公 式 サ イ ト

取 引 金 融 機 関

代 表 者

資 本 金

設 立

株 式 会 社 和 上 ホ ー ル デ ィ ン グ ス （ 帝 国 デ ー タ バ ン ク  企 業 コ ー ド  5 8 2 5 6 0 4 1 0 ）

1 9 9 3 年 7 月

大 阪 本 社
〒 5 3 0 - 0 0 0 2   大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地  1 - 1 3 - 2 2  W e W o r k  御 堂 筋 フ ロ ン テ ィ ア  7 F

C h e c k !▶

東 京 支 店  〒 1 7 1 - 0 0 2 1  東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 1 - 1 1 - 1  W e W o r k  メトロポリタンプラザビル 1 4 F

東 北 支 店〒 9 6 3 - 8 8 1 8  福 島 県 郡 山 市 十 貫 河 原 5 3 - 2


